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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Land　Conditions　of　S1ope　Areas　as　re1ated

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　the－Grade　of　Drought　Danger．

　　　　This　report　is　the　studies　on1and　conditions　as　re1ated　to　the　grade　of

伽oughtdangerwhichis　apartofinvestigationaboutthe　droughtin　theWestem

Japan．

　　　　The1and　conditions　are　is　showed　as　the　topography，the　geo1ogy　and　the

soi1・　These　factors　not　on1y　inf1uence　water　ho1ding　capacity　and　capi11ary

water　movement　of　soi11ayers，but　a1so　ground　water　f1ow，ground　water　stor－

age　，run　off　and　detention　in　basins．

　　　　Genera11y　speaking，temporary　water　uti1izati㎝at　the　time　of　drought

owes　to　sha11ow　we11and　co11ecting　underdrain　at　the　foot　of　mountain　or　river

bed．

　　　　The　cana1to　transport　the　irrigation　water　is　usefu11to　decrease　the

drought　danger．

　　　　Therefore，above　mentioned　items　are　c1ose1y　re1ated　to　the　g｝ade　of

drought　danger．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　次

1．はしがき・・……………・・・・……・・…・42　　4．土　　　壊…・・…………・……・・1・．．．．．42

2・地　　　形…………・・…・……………42　　5．水　　　利一……・一・・．、．…．．．．．．．．．43

3．　上也　　　　　　　　　　貫　…・…・……・・……・・＿＿＿　42

■’41一



西日本干害に関する特別研究
技術総合研究報告　第20号

　1．はしがき
　傾斜地は平地に比較して降雨の流出が速く保水

能力が小さいので干害を受けやすい．1また干害防

止のための水源施設も容易でない．その千害危険

度は気象，地形，地質，土壊水利などの諸条件に

よって異なり，かつ各要素は相互に関連する上，

人為的条件にも左右される．これらを分析して傾

斜地の干害危険度について必要な資料を得るとと

もに常時から水分収支の試験を続けて倉くことが

望重しい．

　以下概説するとこは，傾斜地の土地条件を干害

危険度の立場から検討したものである．

　2．地　　　　形
　地形は斜面の保水能力を決定する基本的要素で

ある．農地の対象となるようなところで地形がコ

ンケープの場合は斜面の下部に崩壊堆積物の岩暦，

土砂あるいは水の影響を受けた扇状堆積物がのる

ので，一般に斜面の保水力が大きい．地形がコン

ベックスをなす場合は，その緩斜部に比較的厚い

残積土が形成され，その急斜部は岩盤が露出する

か土層が薄く保水力が小さい．緩斜部は長年月の

間に侵食形成された平坦面の残りか，古い段丘な

どのあとで，平坦面に河川堆積物をのせるところ

は保水力がやや大きい．

　地すべり地形の場合は，コソヶ一ブの末端がコ

ンベックスに変化し，移動部分ぱ保水力が大きい．

　斜面の乾湿は斜面の蒸発散量に大きく影響され，

蒸発散量は斜面の向き，周辺の地形による日照時

問，日射の強さ，風向，風速，植生の種類，繁茂

状態に関係する．

　3．地　　　　質
　岩石の硬軟，キ裂，破砕度，崩壊性，凝集性，

化学的耐食一．字は，地形の緩急，透水性，保水性，

斜面の乾湿を左名する．

　瀬戸内地帯に広く分布する花嵩岩は，一般に風

化が深く，地表からの浸透が意外に多くて山体に

かなりの水分を保持する上，土壊が流亡しても風

化が深いため下層を耕転すれぱ有効土層をつくれ

るので，段畑がよく発達している．

　これに対してキ裂が少なく崩壊性でない岩層の

ところは，土層が薄く透水不良で，表層の乾湿変

化が大きいため干害を受けやすい．ただし軟岩の

場合は人為的に耕転して有効土層をつくることが

できる．

　結晶片岩地帯は局部的に風化が深い上，破砕さ
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れたり地すべりを生じていて，斜面に保水力の大

きい農耕適地をつくりやすい．

　火山岩地帯は岩暦，火山灰の厚く堆積したとこ

ろが多く，火山灰土は保水力と毛管補給能力が大

きいので干害を受けにくい．な拾古い火山岩の風

化したところは，土層が粘質で保水力は大きいが

毛管補給能力が劣る．

　毎岩の化学成分が肥効に富む石灰岩，凝灰質頁

岩，塩基性火山岩などでは，、その風化土が厚いと

植生の繁茂がよく，したがって降雨の流出が調節

された地下水流出を豊富にする．

　崩壊性で斜面下部に厚い岩屠堆積が発達した流

域では，ここが大きな地下水タノクとなって干天

連続による地下水流出の低減を緩和する．かって

土石流が谷を埋めていたところでも，その下流に

おける地下水流出は伏流水を含めると比較的大き

いはずである．な紅山体が地下深く重で全部浸透

性のところは地下水流出も現われないが，上部が

浸透性の火山岩，レキ層，下部が不浸透性の凝灰

岩，泥岩などの場合，山腹に豊富な湧水がよく見

られる．そのようなところではしぱしぱ地すぺり

も発生する．

　地すぺり地帯では，移動部分の内部が概して不

浸透性で，常時地下水位の高い場合が多い．地表

からの浸透水は地すべり頭部付近を除いてあまり

多くない．しかし地すぺり地が破砕されない斜面

に比して大きし（地下水タンクであることは明らか

である．

　4．土　　　　壌
　土壌の厚いほど，またこの土層へ周辺からの水

分補給が続くほど，干害危険度は小となる．土層

の厚さは残積土の場合，母岩の耐食性と風化の年

月，土壌の流亡度などが関係する．運積土の場合

は地形，地質により組成が複雑であるが，一般に

厚い土層が堆積している．

　根群域土層への水分供給は斜面上方に大きい地

下水タンクがあって，これより流下するもの．降

雨時だけ斜面土層を超過保留量が重力で移動する

もの．直下の厚い土層あるいはキ裂のある岩盤か

ら降雨後地下水が押し上ったり，毛管力で上昇し

たりするものなどが考えられる．

　このため斜面に拾ける地下水圧の分布とその時

間的変化，毛管水の動態などについて，現地の資

料を豊富にすることが望重れる．

　表層が干天連続によつて乾いても，下方深部か
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らの水分補給が継続することは，今回の西日本干

バッ現地調査によっても明らかに認められた．火

山灰土の毛管補給力の大きいことは当然であるが，

岩屑を含んだ非火山性山腹土壌でもかなり大きい．

ただし粘質土や浅い表土に盤層のはさ言る場合，

蒸発散に伴う毛管補給が追いつかなくて干害を受

ける例は，平地でしぱしぱ見ることができる．

　土層中の水分移動は干バソを問題にする場合，

とくに重要なことであるので，かな」りの拡がりを

もった斜面土層を対象に水収支を調べる必要があ

る．この場合山腹の地下水タソクからの地下水流

出，あるいは中間流出についても資料が得られる

よう継続的な流量測定が望言れる，

　5．水　　　　利

　斜面に拾けるカン水は，干バツ時に応急的な施

設をして干害防止に役立てる場合と，斜面におけ

る生産安定のため常時からの恒久的な水利施設に

よるものとある．この水利施設の有無拾よび水利

施設をつくりやすいかどうかが，干害危険度を示

す一つの指標になる．ここでは干バツ時の応急的

水利施設を王な対象として検討するものとする．

　応急時に水を必要とする場合も，採水可能量，

経済的な採水方法，目的地への送水方法が問題で

ある．

　一般に傾斜地の用水源は，渓流水，裂カ地下水，

山麓や河床の湧水春よび堆積層中の自由地下水，

砂防ダムなどによる貯水や堆積物中の地下水，山

腹の小溜池，分散配置した貯水槽，低地の排水，

低地を流れる河川またはその伏流水，臨海地帯で

は河ロゼキや入江の淡水化などが考えられる．

　しかし干バッ時応急的に利用できる水は渓流水，

湧水，浅井戸で採水できる自由地下水，低地の排

水であ9，このうち地表水は不安定で干バッ時に

は当てにならない．常時使用されない渓流水紅よ

び湧水で，流域の地下水タンクが大きいものは有

効である．山麓，河床の堆積層が厚く砂レキ質の

ところては，浅丼戸，集水渠を掘つて11／S㏄内

外から数1／S㏄の地下水を得る可能性がある．1ま

た山麓が海岸の砂質地であると厚い砂層中の地下

水を期待できる．ただし過剰揚水による塩水引込

みに注意しなけれぱならない．

　このような渓流水，湧水の流域地下水タンクや

山麓，河床の砂レキ層，砂層，岩屑中の地下水量

が豊富な場合ほど，干害危険度は小となる．

　常時から経営を安定させるため確実な水源施設

を寺つことは，樹園地などでますます重要となる

が，傾斜地で豊富な水源を求めることは容易で庄

い．ただ従来探査が困難であった裂カ地下水につ

いては，自然放射能による探査が別記のように有

望となつた．

　採水地点から目的地へ水を送るには，道路のあ

る場合応急的にぱ車輸送が行なわれる．この際応

急的でも水槽を車につけるようにすれぱ能率的で

ある．ブラスティックパイブやホースの利用は数

百mの距離，数十m以上に及ぶ高低差でも可能と

なった．しかし1＝れはかなりの費用を要するので，

むしろ常時からカン水施設をつくる努力をして倉

くことが望1ましい．な拾水輸送の道路が通じてい

るところは，干害危険度がそれだけ小さいことを

示すものといえる．

　貯水槽は農家が個々につくることも可能であり，

降雨時の流出水調節にも役立つものであるから，

干ぱつ時のために常時から用意して倉くことが望

ましい．従来土砂溜兼用のものが多くつくられた

が，土砂溜を通過した水を貯水できるようにする

必要がある．またその容量を経済的に大きくする

には渓流下底，落差工の上流，道路の下底などを

考える．

　浸透を大きくすることは山麓などの地下水量を

増大し，かつ土層の乾燥を防止するのに役立つの

で，耕地面の植生地被による流出阻止，安全なと

ろに浸透溝，素掘り土砂溜を配置すること，水路

の草生化などに努力することが望重れる．このよ

うに管理されたところは，それだけ干害危険度を

滅じたことになる．
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